
eDNA

土壌からDNAを抽出
培養操作

土の中のいる微生物は1%しか
培養できないが、eDNAは土の
中全ての微生物の遺伝子情報
が得られる。

土壌微生物相の解明による土壌生物性の解析技術の開発
(eDNAプロジェクト)

目的
●土壌の生物性を解明するための基盤技術として、
微生物相解析等による土壌生物性の評価手法の開発

eDNAとは、土壌試料
から培養過程を経ずに
得た微生物由来の
DNAのこと。
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得られる成果
○土壌の生物多様性等による生物性評価手法
の開発

○連作障害、土壌病害等の生産性阻害要因と
微生物相との関連の解明

○ 農業活動における土壌生物多様性の意義の解明
○ 土壌の生物的な機能の評価が可能となる基盤技術の開発

★ 適正な施肥管理、病原菌管理など、
土壌診断、環境低負荷型農業技術への応用

無
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理

処
理
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研究内容

eDNA等を用いた土壌

生物相の解析手法の
開発

作物生産と土壌微生物
相との関連性解析

eDNAの塩基配列情

報のデータベース化

（対象土壌例）

連作障害、病害抑止土壌、
堆肥連用、環境保全型農業実施土壌 等

土壌生物多様性評価
手法の開発
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